
要求図書 特　記　事　項

・主要な寸法を記入する。
・スペース名又は室名を記入する。
・家具、器具等の配置を記入する。（厨房内は除く。）
・床、壁及び天井の仕上げを記入する。（厨房内は除く。）
・天井高及び床レベルを記入する。（１FLを±０とする。）

・設計主旨をよく表している部分を描く。菓子厨房の見え方がわかるように
表現する。
・家具と人物を描く。
・大きさは、Ｗ300㎜以上、Ｈ200㎜以上とする。
・彩色する。
・焼き菓子をディスプレイできる棚やカウンターまわりを描く。
・主要な寸法及び仕上げを記入する。

・計画上工夫した点を説明する。設計主旨

平面図兼
家具配置図
（縮尺1/50）

透視図

スケッチ

所要スペース

菓子厨房

物販スペース

カフェラウンジ

・50m²程度とする。
・菓子厨房内のインテリアは計画しなくてよい。
・客から洋菓子を製造する様子が見えるようにする。
・衛生に配慮して、ガラス又は壁で区画する。

・ドリンク及び店舗で販売している洋菓子を提供する。
・カフェ用オープンキッチンカウンター（シンク、作業台（コールドテーブル）、
製氷機、食洗機、食器収納スペース）を設ける。
・オーダーは着席してから受けるものとする。
・テーブル席を８席以上、ソファー席を８席以上設ける。

事務室

・20m²程度とする。
・事務机及び椅子を１組設ける。
・休憩用ソファーを１台設ける。
・男女別の更衣スペースを設ける。（ロッカーを含む。）
・従業員用トイレを１箇所設ける。

・40m²程度とする。
・ケーキ用冷蔵ショーケース（Ｗ1.8m×Ｄ0.6m×Ｈ1.0m）を２台以上設ける。
・焼き菓子をディスプレイできる棚やカウンターを設ける。（季節の限定商品を
展示するコーナーを含む。）
・レジを１台設ける。
・商品を包装するためのＷ2.0m以上の作業カウンター及び、菓子箱等の収納ス
ペースを設ける。

特　記　事　項

・その他必要と思われるスペース・家具は、適宜設けてもよい。
・菓子厨房、物販スペース、カフェラウンジのサービス動線は連携して機能するように計画する。

・男女各１箇所設ける。
・車椅子使用者等に配慮した多機能トイレを１箇所設ける。
・物販スペースとカフェラウンジから、トイレの出入口が見えにくいように配
慮する。

客用トイレ

部　位 特　記　事　項
・仕上材は自由に設定できる。

・適宜設けることができる。

・解体・撤去はできない。その位置は、図－1、2に示すとおりである。

・解体・撤去はできない。その位置は、図－1、2に示すとおりである。
・図－1、2に示す「壁又は開口部を設定する範囲」内の任意の位置に、壁又は
開口部を設ける。
・間仕切壁は適宜設けることができる。

天井

床

壁

柱及び梁

令和 5年度インテリアプランナー試験
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Ⅰ．課題名

Ⅱ．設計条件
1．計画目的
　創業100年の老舗洋菓子店が地方都市につくる店舗である。カフェラウンジを併設し、街を行き交う人々に
開かれた店舗のインテリアを計画する。

２．周辺状況及び建築物の概要（図－1、2）
　⑴　周辺状況
　　・敷地は、観光地の商業エリアの一角とし、敷地に面している道路は、いずれも日中は歩行者専用となる。
　⑵　建築物の概要
　　・構造、階数 ――― 鉄骨造、３階建て

３．洋菓子店の概要
　⑴　店内に、洋菓子の製造を行う菓子厨房がある。２～３階は別のテナントである。
　⑵　洋菓子の製造の様子がガラス越しに見える店舗である。
　⑶　従業員は９名（サービス５名、菓子厨房４名）とする。
　
４．設計対象範囲（図－1、2）
　⑴　設計対象範囲は、１階にあり、床面積は約200m²である。
　⑵　主な出入口は、西面又は南面に設ける。その他の出入口は適宜設けてもよい。
　⑶　車椅子使用者の利用に配慮する。ただし、すべての客席が車椅子使用者の利用に配慮したものでなくても

よい。
　⑷　所要スペースは、下表のとおりとする。

　⑸　床、壁等の設計条件は、下表のとおりとする。

　⑹　空調・換気設備、給排水衛生設備及び電気設備は、自由に設定できるものとする。

Ⅲ．要求図書
　⑴　設計製図答案用紙〔１〕、〔２〕の所定の位置に、下表の要求図書を完成させる。

　⑵　鉛筆、色鉛筆、製図ペン又はマーカーのいずれを用いてもよい。
　⑶　図面は、フリーハンドでもよい。
　⑷　寸法単位は、㎜とする。

カフェラウンジのある洋菓子店のインテリア 図－1　平面図　縮尺1/100　（下書用）

図－2　Ａ－Ａ断面図　縮尺1/100

凡例（図－1、2に共通）

設計対象範囲

解体・撤去ができない部分

壁又は開口部を設定する範囲
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